




はじめに

　気管支喘息の発症には,種々の囚子が関与している。特に重症になると患児

の生活には制限が多くなり,患児側も少しの喘鳴でも休校したり,体育を休んだ

り入浴を制限し,ますます神経質になる一方,母親の方も長年の病院通い,看病

疲れのため,その養育態度が拒否型になり,更に過保護に発展してくる。


